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要旨： 本研究で は 、座面高、座 角、背凭れ 角を調節する こ との で きる 実験椅 子か ら9 条件を用い て 長時間（1時

間）の 座 り心地 実験 を行 い、各条 件の 特 駐を明 らか に した。実 験 は健 康 な青 年男 女、各 3 名 を被 験 者 として 、

体圧分布測定実験 と心 理反応評価実験 を行 っ た ． 心　　 己・評価実験の 結果 、 座面 と背凭れ 面 のバ ラ ンス が座 り

心 地 を決定する
一

つ の 重要な要因である こ とが推察され た。また、今まで
一
義的に しか捉えられて い なかっ た

体圧 分布 を 20mmHg 毎の 帯域 に分割す る こ とに よ り、体圧 分布 の 面的広 が りを考慮 し た考察を行っ た。そ の

結果、時間が経過するに連れて、座面の 面積変化の 大きな椅子ほ ど座 り心地評価が低い こ とが示 された。心理

反応評価実験と体圧分布 実験の 結果か ら、重 回帰分析に よ り、体圧分布 の 座面 の 平均値、標準偏差、背凭れ面

の 標 準偏差か ら経時変化 を考慮 した椅 子の 座 り心地を推測す る重回 帰式を導出 した。

キー
ワ
ー

ド： 椅子 ・座 り心地 ・
体圧 分布

・心 理反応

多 くみ られ るが 、1 時 間 以 上 の 実験 を行 っ た もの は 少

　　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　新た に よ り良い 座 り心 地 の 椅子 を デザ イ ン す る際 に、

長時間 の 使用 に お い て も良 い 座 り心地の 持続を考慮 に

入 れ る こ とは 重 要 で あ る と考 え られ る。こ れ ま で に 体

圧分布を用い た椅子 の 座 り心 地 研究は 数多く行 わ れ て

い る （小 原 ら D1993 ，宇 賀 ら
2〕 2004）。 し か し、実験

の 困 難 さか らか 1− 10 分程度 の 実験 を行 っ たもの は数

な い 。よっ て 、座面高、座角、背凭れ角 （以下、凭角）

を調節す る こ と の で き る 実験椅子 の 9 条件 を 用 い て 着

座 時間が 1時 間に わ た る座 り心 地 実験 を行 っ た 。 体圧

分 布 と心 理 反 応 を 測定す る こ と で、各条件 の 座 り心 地

の 特性 を明らか に し、今後 の チ ェ ア デザイ ン における
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長時間の 椅座 を考慮 した座 り心地の 新 し い 指標を提出

す る こ と を 目的 とす る。

　　　　　　　　 2 ．実験方法

　 2009 年 9 月 に、名古屋 工 業大学内ライ フ サイエ ン ス

室 に て 実験を 行 っ た。被験者と し て 成人男女各 3 名ず

つ 、計 6 名 （表 1 ）に対 して 、体圧 分 布 測 定 と座 り心

地 の 心 理 測 定 を実施 した 。 実験 時間は 1 時間 と した 。

こ れ は、椅子 に 腰掛 ける 際 に
一

定 の 姿勢 を保 つ こ との

多 い 時間 が約 1 時間で あ る こ とに 基 づ く。被験者 に 家

庭 で の 利用を想定 して もらい 、座面高、座面角度、晃

角 の 調節で き る実験椅子 （図 1 ，表 2 ）に 、1時間椅座

位を保 っ て も らい 、1 秒 ご とに 体圧 分布 を 自動記 録 し

た 。 実験椅子 の 各条件 は 水野 ら
3）

（2006 年）の 研 究で

座 り心 地 の 良 い と評価 され た 9 条件 を 採用 した （表

4 ）。心 理反応測定 は 0〜3 分まで の 着席直後、10 分

後
一60 分後 ま で の 10 分毎 に 、計 7 回 SD 法 に よ り表

3 に示 す
一3 か ら ＋ 3 の 7段 階 で 被験者 に 評価 を依頼 し

た。服装は T シ ャ ツ、ジャ
ージ と した。体圧 分布 測 で

は、実測 機器 に FSA （Force　Sensitive　ApplicationfVERG

社製）を使用 し た。室 内は 室 温 25℃ 、湿度 50％ に 保ち、

実験中は被験者 に 小津安 二 郎監督 の 映画を鑑賞 させ た。

ま た、被験者の 姿勢変化 を観察す る た め に デ ジ タル ビ

デ オ カ メ ラ で の 撮 影 を行 っ た。

　　　　　　　 表 1　 被験者データ

表 2　 各角度別座面高 と座面、背凭れの 成す角度

表 3 　 心 理 反 応 評 価 項 目

表 4 　椅 子 の

（高 さレ ベ ル ・
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図 1　 実験用椅子

　　　　　　　　　 3 ．結果

　3−1，心理 反応評価

　 図 2 に 条件 別 の 平均 SD プ ロ フ ィ
ー

ル を 示 す。“B　6

12”は 座面 の 奥行 きに 余裕 が ない 椅 子 と評価 され た、
“B618 ”

は 、座 り心 地 の 評価 が 他 の 条件 と比 べ て 高 く、

座 面高 が 低 い と評価 され た。
［
℃ 218 ”

は 座 面 と背凭れ

面 の バ ラ ン ス の 評 価 が低く、全体、座 面 、背凭れ 面 で

の 座 り心 地 の 評 価 が 低 い 。
」
℃ 612”は 全体、座 面、背

凭れ面 の 安定性 の 評価 が 高 く、背凭れ面の 長 さが 短 く、

座面 の 角度 が 大きい 椅子 と評価 され た。
“C618 ”

は座

面の 座 り心 地 の 評価が 他 の 条件 と比 べ て 高く、背凭れ

面 の 角 度 が 大 き な椅 子 と評 価 され た。“D212 ”
は、他

の 条件 と比 べ 、座 面、背 凭 れ 面 か らの 反 発 の 大 き な椅

子 と評価 され た。
“
D218

”
は、座面 と背凭れ面 の バ ラ

ン ス は よ い が、座面の 座 り心 地 の 悪 い 椅子 と評価 され

た。
“E212 ”

は、背凭れ面の 長 さが 大きな椅子 と評価さ

れ た 。

“E218 ”

は、背凭れ 面 の バ ラ ン ス は 良 い が、座面

の 座 り心地 の 悪 く、座 面 の 角度が大きな椅 子 と評価 さ

れ た。

　 3−2，体圧分布測定

　 図 3 に 1 分後 の 体圧 分布 測 定 の 例 を、図 4 に 60 分

後 の 体 圧 分 布 例 を示 す。全 体 的 な 特 徴 と して、どの 条

件 に お い て も時間が 経過す る に連 れ て、最大値 の 値 と

高い 圧力 の 面積 が増加す る傾 向 に ある。座面に つ い て

は 座 面高が 低 い もの ほ ど座骨 に 圧 力 が 集中 し て い る傾

向 が あ る。座 面 が 高 く な る と座 骨 の み で な く、先 尾 椎

に も圧 力 が 集 中す る 。 ま た、座 面 が 高 く な る と臀部だ

け で な く大腿 部 に も圧 力 が集 中す る傾 向 が 見 られ る。

や B612 　嚇 巳 6…8　噺 匸 218 　囃 C612 　蘭 C618　ajlbeD212 　琳 DZI8 　
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　　　　　　　　　　　　　 図 2 　椅 子 別 SD プロ フ ィ
ー

ル
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図 3　 1 分 後体圧 分 布例 （M1 ・左か ら B612 ，　 B　618 ，　 C　218 ，　 C　612 ，　 C　618 ，　 D　212 ，　 D　218 ，　 E　212 ，　 E　2

　 ll
　 轟諡

　 　：

　 　f‘

図 4　 60 分後体圧 分布例 （M1
・左か ら B612 ，　 B　618 ，　 C　218 ，　 C　612 ，　 G　618 ，　 D　212 ，　 D　218 ，　 E　212 ，　 E　218 ）

こ れ は、座 面 高が 高い と大腿部 と床 か らの 距離の 余裕

が な く な り、大 腿部 全 体が 座 面 に 接 触 し、広 い 範囲で

圧 力 を か け て しま うた め で あ る と考 え られ る。最 も座

面高の 低 い
“C218 ”

で は 明 らか に他 の 条件 と比 べ
、 大

腿 部 に か か る圧 力が低 い 帯域 の もの が多 い 。背凭れ 面

で は 実験開始直後 は 、広 い 面 積 に 圧力を分散 させ て い

る傾向が 多 く見 られ た が、実験終了後 に は 接地面積 が

縮小 し、背骨や 肩胛 骨 に高 い 圧 力 が集中 す る傾 向 が多

く見 受 け られ た。

　　　　　　　　　 4 ．考察

　 4−1，心理反応評価

　
“C218 ”

、
“D 　218 ”

、
“E218 ”

に お い て座 面 の 座 り心

地 の 評 価 が 低 い の は、と もに 座 角が 2°、背 凭れ 角が 18 °

と共通 し て 座面 、背凭れ 面 の 成す角度 が 大きい た め に 、

時間 の 経過につ れ て 、体が 座面か ら滑 り落 ち て しま い 、

長時間の 姿勢維 持 が 困難で あ る た め だ と考 え られ る。

全 体 の 座 り心 地 につ い て
”
C218

”
が 最 も低 い の は、

”
C 　2

18”が 9条件中で 最 も座面 高が 低 い た め、足 が 床 に十分

に 接地 し て し ま い 、座骨や背骨 に負担 が集 中 して しま

うた め だ と考え られ る。次 に、経時変化、条件の 違 い

な ど に よ る椅子 の 座 り心 地 の 決 定要 因 を 得 る た め に 、

着席直後、60分後 の そ れ ぞ れの 心理 反 応評価項 目を用

い て 因子分析を行 っ た。その 結果、着席直後 で は第 1

因子 に 「快適 感 」、第 2 因子 に 「背凭れ の 形 状 」 とい う

2 因子 が抽 出 され た 。 ま た 、60 分 後 で は 第 1 因 子 に 着

席直後 と同 様 に 「快適感 」、第 2 因子 に 「安定感」 とい

う2 因子 が 抽出 され た。着席 直後 と 60 分後 で 第 2 因 子

が 異 な る の は、着 席 直 後 は 体 が 椅 子 に対 して 十 分 に フ

ィ ッ トして い ない た め、身体 を預け る 上で 重要な構成

要素 とな る背凭れ面の 長 さ、角度 が 座 り心 地を決定す

る 上 で も重 要 な 因子 と な っ て い る と考 え られ る。そ し

て 時間の 経過 と と もに 体 は椅子 の 形状 を 把握 し、更な

る フ ィ ッ ト感を得 る た め、あ る い は 長時間 の 椅座位を

保 つ こ とが 困難 と な り、体 に 負担 の か か ら な い 安定性

表 5 　座 り心地 に 対する各椅子 と時間変化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ 鳶 IISfi 意 心．5亀有意

を求 め る た め、60分後 の 評 価 で は第 2因 子 に 1安定性 」

が 抽出され た と推察 され る。次 に、心理 評価項 目 「 1 全

体 の 座 り心 地 」 に つ い て 、椅 子 の 種類 と時間で 二 元 配

置分散分析 を 行 っ た。表 5 に 各椅子の 、着席直後 0 分

か ら、以 降の そ れ ぞ れ の 時間 に対 す る有意差 を示 す。

全体的 に
‘
℃ 218 ”が 時間 に対 し て 1％有意 を と り、

‘
℃ 6

18”、
“D212 ”

、
“D218 ”

、
“E212 ”

が 5％ 有意 と され た。

各時間 と着席直後 の 比 較を見る と、
」
℃ 218 ”

が 0−le分

で 5％ 有意、0−20 分 以 降で は 1％有意 とな る。“C218 ”

は 各条件 の うち最 も座 面 が 低 い と同 時 に、座面 と背 凭

れ 面 の 成す角が 大きい。そ の た め、体 が背凭れ面、座

面 か ら滑 り落 ち、姿勢維 持 が で きず、10分後か ら座 り

心 地 が変化す る頻度 が 高 く、早 期 に 有意 を 示 す と推察

され る 。 椅子 別 SD プ ロ フ ィ
ール （図 2 ）と対 応 させ る

と、変化 の な い
cLB

　612”、“C　612”、“E　218 ”
は、心理

評価項 目 「 5 座面 と背凭れ面 の バ ラン ス 」が 良 い と評

価 され て い る。こ れ に よ り、時 間 に よ る座 り心 地 の 変

化 は、座 面 と背 凭 れ 面 の バ ラ ン ス 、つ ま りは 座 面 と背

凭れ面の 成す角度 が一
つ の 決定要因だ と推察 され る。

　4−2．体圧 分 布測 定

　
“
C218

”
で は、他条件 に 比 べ 、大腿への 圧力 が 低

い。こ れ は、座 位膝高 に 対 して 座面高 が低 く、足 が 床

に十 分 に接 地 して しま うた め、大腿 部 に 高い 圧 力 が か

か らない た め と考 え られ る。対照的 に 最 も座面 高の 高

い
“E212 ”

、
“E　218 ”で は 実験開始直後 か ら大腿部 に か

か る 圧 力 が 前述 の 通 り、他 の 条件 と比 較 して 高 い 圧 力
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の もの が 多い 。図 3 、4 に示 される よ うに、時間の 経

過 に よ り反応 面積 は 異 な る。そ こ で 、圧力 と反 応 面 積

の 関係 をみ るた め に、体 圧 を 20mmHg ご との 体圧 分布

にお け る帯域に分割 した 。 各椅子 、各被験者と も体圧

の 低 い 順 に 反 応 面 積 が 大 き く な っ て お り、帯 域

O−20mmHg と黻 20−40mmHg の 反 応 面 積が時 間 の 経

過 と共 に 減 っ て い く傾向 に ある。そ れ 以 上 の 帯域 の 反

応 面積 は 増加 傾向に あ る。各時間、各帯域 の 反応個数

（反 応面 積 に 相 当す る）か ら、1 分 時 の 値 を 差 し 引き、

反 応 面 積 の 増 減 を み る と、 1 分 時 と 比 べ 、帯 域

0−20mmHg と帯域 20−40mmHg が 大 き く変化 して い る。

そ こ で、各椅子 の 時間経過 に よ る座 面、背凭 れ 面 の 各

帯域 の 減増 と、そ れ に 伴 う座 り心 地 を把握す る た め に、

讖 0−20mmHg と黻 2040   Hg の 1分 か ら 60 分ま

で の 座 面、背凭れ 面そ れ ぞ れ の 体圧 個数 の 変化を図 5 、

図 6 に 示 す。背 凭 れ 面 に お い て は、60 分 後 の 心 理 評 価

項 目 「 1 全体 の 座 り心 地 」 「 17 背凭れ 面 の 掛 け 心 地 」

の 評価 との 目立 っ た関連性 は見 られ なか っ た。座 面 に

お い て は、原 点 よ り離 れ た 3 つ の 条件
“
D218

”
、
’‘
E2

12
”
、
“
E218

”
は 60分 で の 心 理 評価項 目 「 7 座 面 の

座 り心 地 」 に お い て他 の 条件 と比 べ 、低 い と評価 され

て い る。また、
“

B612
”

、
“

B　618
”

、
“

C612
”

、
‘

℃ 6

18
”

の 4 条件 は、他 の 条件 と比 べ て 座 面 の 座 り心 地 に

つ い て 高い 評価 を受けて い る。こ れ に よ り、60分後 の

座 り心 地 は、座 面 の 体圧 の 変化 の 少ない もの ほ ど 良い

と推察 され る。
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　　　図 5 　背凭れ面 の 体 圧 個数変化
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　　　　　図 6　座 面 の 体圧 個数変化
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表 6　 時間変化 を考慮 した 重回帰分析結果

　 4−3．指標化の 試 み

　4−1、4−2 で 示 した よ うに 、椅 子 の 種 類 に よ り、心 理

反応お よ び 体圧 分布 に 差が 確認 で きた 。 そ こ で 、体圧

分布 に 関 わ る諸要素 か ら、座 り心地を予 測す る こ とを

試 み た。座 り心 地 に は 体圧分布 の 最大値、平均値、標

準 偏 差 、各 帯 域 の 個 数 な ど、経 時 変化 に よ り変動す る

要 素が 関 係 して い る と推 測 され る 。 よ っ て 、60分間の

着座 を考慮 した 座 り心 地 の 指標 を得 るた め に 体圧 分布

の 諸要 素お よ び 経 過 時 間 を説 明 変数 と して、心 理 評 価

項 目「 1 全体の 座 り心地」 「7 座 面 の 座 り心 地」 厂 17

背凭れ面 の 掛 け心 地」 をそれぞれ 目的変数 とし て、重

相 関 係数が 0．7 以 上 で 、全 て の 偏 回帰係数 が 有意性

（pく0．05）を持 っ 場合の み を、体圧 データか ら心 理 反応

の 予 測 が 有効 で あ る と判 断 す る と、表 6 に示 す 3 項 目

の 心 地 よさを推定す る重 回 帰式 を導出 した。心 理 評価

項 目 「 1 全 体の 座 り 心 地 1 の 予 測 に 導出され た 説 明 変

数 は
“
経過 時間

”
、
“
座面平均

”
、
“
座 面標準偏差

”
、
“
背

凭れ 面 標準偏差
”

で あ る。背凭れ面平均が こ こ に含 ま

れ て い な い の は、4−2 よ り、背凭 れ 面 の 体 圧 個数変 化

に 各条件 で ばらつ き が ある た め採 用 され な か っ た と推

察 される。

　　　　　　　　　5 ．ま とめ

　本 研 究 で は、経 時 変 化 に お け る各 椅 子 の 座 り心 地 を

決定す る 要 因 を 探 り、椅子 の 座 り心 地 に 関す る指 標化

を試 み た。心理 反 応評価実験 よ り、椅子 の 座 面 と背凭

れ の 関係 が 座 り心 地 に 関係 し、体圧 分布測定実験 よ り、

各帯域 の 反応面積 の 増減 が、座 り心地 に 関係す る こ と

が 示 され た 。 そ して、体圧 分布 の 諸要素か ら、重回帰

分析 に よ り、長時間の 椅座 を 考慮 した座 り心 地 の 予 測

を行 うた め の 重 回 帰式 を導 出 し た
。
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